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 eq \o\ac(□,２)
問１
おもりＣには，ばねがおもりＣを引く力(弾性力)もはたらき，重力とつり合っている。弾性力の向きは重力と逆向きで，大きさは等しい(作用点はばねとおもりＣの接触するところ)。

⑵
図２より，おもりＢを２個(50ｇ×２)つり下げたとき，ばねの伸びは10cmとなる

⑶
100ｇの物体にはたらく重力の大きさが１Ｎなので，質量150ｇの立方体が板を押す力は1.5Ｎとなる。立方体の面積は，５[cm]×５[cm]＝25[cm2]。圧力は，1.5[Ｎ]÷25[cm2]＝0.06[Ｎ/cm2]。

⑷
ばねの引く力が立方体の重さ(150ｇ)と等しくなれば，立方体は板から離れる。図２で，おもりＢを３個つり下げると50[ｇ]×３＝150[ｇ]となり，このとき，ばねは15cm伸びている。
問２
⑴
ＯＰ間では，速さが０からしだいに速くなる。ＱＲ間では，なめらかな水平面を一定の速さで進む(等速直線運動)。ＳＴ間では，あらい斜面を上がるため，速さはしだいに遅くなる。

⑶
失われた熱エネルギーも考えに入れると，エネルギーは保存される。
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